
安岡病院 

身体的拘束最小化委員会からのご案内 

この度、新たに安岡病院の運営方針に、 

【患者の尊厳と人権を最優先とし、 

「身体的拘束に依存しないケア」の確立に取り組む】 

ことを追加いたしました。 

身体的拘束とは、安全を守るためにやむを得ず専用の 

道具やお薬を使用することを言います。例えば、治療 

に必要な点滴や栄養などのチューブ類を無意識に抜い 

てしまうのを防ぐためにミトン型の手袋をつけたり、 

認知症などにより自分や他者を傷つける可能性がある 

時にお薬を使用します。また、転落などによるケガの 

心配がある時にベッドを囲います。 

一時的でも自由が制限されるため、やむを得ず行なう 

場合には、医療チームで検討し、ご本人・ご家族に 

説明を行い、同意を得たうえで実施いたします。 

ご心配なことがあれば、いつでも職員へお尋ね下さい。 

 


